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大会実施概要 

■開催日 
 

2026 年 2 月 28 日（土）、3 月 1 日（日） 
 
■開催地 
 

2 月 28 日（土）︓静岡県航空協会富士川滑空場 富士川滑空場特設周回コース（1.5km） 
              住所︓〒421-3203 静岡市清水区蒲原 

3 月１日（日） ︓富士市道臨港富士線（通称︓青葉通り） 富士市役所前特設周回コース（1.8km） 
          住所︓〒417-8601 富士市永田町１－１００地先周辺  
 
■主催 
 

富士山サイクルロードレース実行委員会 
 
■主管 
 

（一社）静岡県自転車競技連盟 
 
■後援 
 

（公財）日本自転車競技連盟／静岡県／富士市 
 
■協賛 
 

ジヤトコ㈱／コアレックス信栄㈱／スルガ銀行株式会社／明治安田生命保険(相)／㈲森川建設／㈱マキヤ／ 
㈱石井組／ポリプラスチックス㈱／丸一化成㈱／㈱Kasuga／富士信用金庫／㈱櫻井メタル／㈱スギヤマ／ 
㈱カンセツ／ACT・FK㈱／ユニプレス㈱／㈱伊藤園／富士伊豆農業(協組)／㈱オージーケーカブト／ 
㈱アイワ／㈱アオノ／旭化成㈱／飯田工業薬品㈱／ウォータースタンド㈱／(医)英志会 富士整形外科病院／ 
㈱エンチョー／㈱キャリアドライブ 静岡県富士自動車学校／㈱コサウェル／㈱小林製作所／㈱三協／静岡ガス㈱／ 
㈱静岡銀行／静岡無線サービス㈱／㈱清水銀行／ジャパン・マウンテンバイク・カップ実行委員会／昭和設計㈱／  
㈱駿河勧業開発／(福)誠信会／㈱田子の月／㈱東亜ビルサービス／東京電力パワーグリッド㈱／東名電気㈱／ 
日本キヤリア㈱／㈱服部設備／富士川まちづくり㈱／富士市水道指定工事店(協組)／㈲フジビジネス／富士木材㈱／  
メリダジャパン㈱／クミアイ化学工業㈱／紺屋製紙㈱／㈱セイコークリエイト／特殊東海エコロジー㈱／㈱藤島組／  
富士宮信用金庫／三島信用金庫／みんなのふじ㈱／福泉産業㈱ 

 
■協力  

（一社）全日本実業団自転車競技連盟（JBCF）／日本学生自転車競技連盟（JICF）／ 
（一社）静岡県航空協会 

 
■コミセール構成等  

チーフコミセール  遠矢 有華 
コミセールパネル  齋藤 晃一郎、力石 達也 
レースディレクター 影山 智海 

 
■競技規則  

最新の UCI、JCF 競技規則集および本大会特別規則（以下「規則等」という。）に基づいて行われる。罰則は唯
一 UCI の罰則表が適用される。 
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１．スケジュール 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※予測できない事故や天候の変化により競技運営が不可能と主催者が判断した場合、大会を中止または内容を変更することがある。 
※スケジュールは変更する場合があるため、最終のスケジュールは公式ウェブサイトのコミュニケ及びテクニカルガイドを必ず確認すること。 

  

※コースインは 11:25 まで 

※コースインは 9:15 まで 

 U15 は 9:10〜9:20 まで 

※コースインは 12:35 まで 
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２．会場案内図等 
■2 月 28 日の会場案内図  

国道 1 号線 蒲原東 I.C より会場内駐車場まで車で 5 分 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

富士川滑空場 
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■駐車場について注意事項  
コンチネンタルチーム、JBCF クラブチーム、JICF チーム  

(１) チーム駐車場への入出庫について下記の時間を厳守してください。 
     2月28日（土）  入庫 9:00〜11:00 
 出庫 14:30〜16:00 

(２) 滑空場内は徐行してください。 
(３) 駐車場所は誘導係の指示に従って、決められた場所へ駐車してください。 
(４) チームピットへの駐車は下記のとおり制限する。 

① １チーム（エントリー５〜８名）は車両 2 台＋テント１張り分スペース 
② １チーム（エントリー４名以下）は車両１台＋テント１張り分スペース 
③ １チーム（エントリー２名以下）は車両 1 台のみスペース 
※上記以外の車両は p3「会場案内図」に示された「チーム予備駐車場」をご利用下さい。 

 
 
■2 月 28 日の会場レイアウト  
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■３月１日の会場案内図  
東名高速道路 富士 IC よりチームピットおよび駐車場まで車で 5 分 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

交通規制道路（赤帯）のコースおよびチームピットエリア以外の自歩道は、自転車の乗車は禁止。 
通行する場合は降車して歩くこと。 
また、チーム関係者および選手は、自転車走行中はヘルメットを着用すること。 

チームピット 一般選手駐車場 
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■駐車場について注意事項  
コンチネンタルチーム、JBCF クラブチーム、JICF チーム  

(１) チーム駐車場への入出庫について下記の時間を厳守してください。 
     3月1日（日）  入庫 10:30〜12:00 
 出庫 15:50〜16:30 

(２) チーム駐車場内は一方通行です。徐行してください。 
(３) 駐車場所は誘導係の指示に従って、決められた場所へ駐車してください。 
(４) チームピットへの駐車は下記のとおり制限する。 

① １チーム（エントリー５〜８名）は車両 2 台＋テント１張り分スペース 
② １チーム（エントリー４名以下）は車両 1 台＋テント 1 張り分スペース 
③ １チーム（エントリー２名以下）は車両 1 台のみスペース 
※上記以外の車両は p5「会場案内図」に示された「チーム予備駐車場」をご利用下さい。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
U15、男子ジュニア＋男子 U17、男子エリート＋男子 U23、男子マスターズ、女子  

(１) ｐ5「会場案内図」またはｐ8「駐車場配置図」に示された「一般選手駐車場」をご利用下さい。 
入出庫について下記の時間を厳守してください。 

     3月1日（日）  入庫 7:00〜9:00 
 出庫 12:00〜17:00 

(２) 駐車場に限りがありますので、１選手１台の使用としてください。 
(３) 駐車場内の駐車場所の指定はありません。 
(４) その他、誘導係の指示に従ってください。 
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■３月１日の会場レイアウト  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
■選手（START 時、FINSH 時、打ち切り）の動線について  
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■３月１日の駐車場配置図 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３．その他参加にあたっての注意事項 
■主催者からの遵守事項 
 

(１) 道路でのウォーミングアップ（過度なスピードを出す）は禁止します。 
(２) 2 日目のコース周囲の歩道については、交通規制により歩行者専用となっていますので、自転車の乗車は禁

止です。 
(３) 自転車に乗車する場合は、必ずヘルメットを着用して下さい。 
(４) 2 日目のチームピットの周辺ホテルや店舗のトイレは使用しないで下さい（ホテル宿泊者についても、チェックア

ウト後は使用しない） 
(５) 2 日目のレース終了後は、16:30 までに速やかにチーム駐車場となっている路上から退去してください。

（警察からの指示事項） 
   その場合、表彰式に出席している選手待ちやファンサービスのためのチームカー待機場所として、p6「チーム駐

車場レイアウト」のオレンジ色で示した「レース終了後のチームカー待機場所」を用意したため、利用してくださ
い。 

 
■女子更衣室 
 

２日目の駐車場にテントを設置する。（上記駐車場図参照） 
 
■コース外での自転車の走行 
 

規制区域・時間外の走行時は、交通ルール順守のため、公道を走行可能な装備を義務付けます。 
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大会特別規則 

第１部 総務事項 
 
A 富士山サイクルロードレース 2026 

 
富士山サイクルロードレース 2026 は、国内の UCI コンチネンタルチーム及び JBCF の登録チーム、JICF の加盟校

の選手によるクリテリウム大会のチャンピオンを決定するとともに、競技者の競技力向上を目指し、地域の自転車競技
振興及び観光振興に寄与することを目的とする。 
 
 
B 各チームのための車両 

 
チームカーの運用は行わない。 

 
 
C 救急措置 

 
共立蒲原総合病院 〒421-3306 静岡県富士市中之郷 2500-1 0545-81-2211 

静岡市立清水病院 〒424-0911 静岡県静岡市清水区宮加三 1231 054-336-1111 

富士市救急医療センター 〒417-0034 静岡県富士市津田 2172 0545-51-0099 

富士市立中央病院 〒417-0048 静岡県富士市高島町 50 0545-52-1131 

川村病院 〒416-0907 静岡県富士市中島 327 0545-61-4050 

聖隷富士病院 〒417-0026 静岡県富士市南町 3-1 0545-52-0780 
 

※状況により別の病院へ搬送される。会場の救護所では応急処置のみとする。 
 
 
D 保険 

 
 JCF 競技規則に準拠し、チームおよびライセンス所持者は、保険に加入する義務がある。主催者は、チームメンバー
および参加競技者の負傷、疾病、機材や携行品の破損・盗難などに起因するいかなる費用についても責任を負わな
い。 
 
 
第２部 競技事項  
第１条 主催者 
 

本大会は、最新の UCI、JCF 競技規則集及び本大会特別規則（以下「規則等」という。）の下に、富士山サイ
クルロードレース実行委員会（〒417-8601 静岡県富士市永田町 1-100 富士市役所交流観光課内）が主
催し、（一社）静岡県自転車競技連盟が競技面を主管して開催される。 
 
 
第２条 参加について 
 

本大会は、JCF 競技規則に従い、2026 年 JCF 競技者登録を完了し、大会実施要項の申込方法のとおりにエン
トリーした競技者及びチームが参加することができる。 
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第３条 参加者のカテゴリおよび競技者数 
 

(１) 富士クリテリウムチャンピオンシップ 
UCI コンチネンタルチーム及び JBCF の登録チーム 130 名以下* 
*各チームのエントリー人数は 8 名以内とする。ただし、参加人数により主催者で出走人数の調整を行う場 
合がある。 

JICF の加盟校 66 名以下（団体からの推薦選手） 
※JICF については、1 チーム（加盟校）につき、6 名以内とする。 
※予選の組合せについては、チームからエントリーされた選手を各予選へできるだけ人数が均等になるよう、 

主催者で割振り決定する。（例︓エントリー６名の場合、予選１〜３に２名ずつ割振る） 
※富士クリテリウムチャンピオンシップの出場選手については、ジュニア選手の参加を認める。 

 
(２) 男子ジュニア＋男子 U17（MJ＋MU17）15〜18 歳以下 2011 年-2008 年生まれ 60 名以下 

 
(３) 男子エリート＋男子 U23（ME＋MU23）19 歳以上(男子エリート､U23 として JCF 及び UCI へ

2026 年の登録をした者） 2007 年以前生まれ 60 名以下 
 

(４) 男子マスターズ（MM）30 歳以上(男子マスターズとして JCF 及び UCI へ 2026 年の登録をした者） 
1996 年以前生まれ 60 名以下 

 
(５) 女子（F）ジュニア以上 2009 年生まれ〜 60 名以下 

 
(６) ユース（U15）13 歳及び 14 歳 2013 年-2012 年生まれ 40 名以下 

 
 
第４条 マネージャーズミーティング、ライダーズミーテングについて 
 

(１) マネージャーズミーティング、ライダーズミーテングはすべてオンラインで行う。 
利用するオンライン会議ツールは、マネージャーズミーティングは Zoom。 
ライダーズミーティングは Teams および Zoom。 

 
(２) スマートフォンやタブレット利用の場合は事前にアプリをダウンロードしておくことを推奨します。 

ダウンロードページ︓https://zoom.us/download 
ダウンロードページ︓https://www.microsoft.com/ja-jp/microsoft-teams/download-app 

 
(３) アクセス URL はチーム代表者および申込者へ送付する。 

※ 会議参加時は、チームで参加する場合はチーム名を、個人の場合は「ゼッケン№_氏名」を表示すること。 
例 「静岡チーム」 「1_静岡富士子」 

 
 
第５条 チャンピオンシップ選手交代について 
 

UCI コンチネンタルチーム、JBCF クラブチーム、JICF チームについては、選手交代を事前に申請している場合の
み、選手交代ができる。選手交代の届け出は、2026 年 2 月 28 日（土）のライセンスコントロール時までとする。 

選手変更する場合は、下記の選手変更フォームから申告すること。 
選手交代フォーム https://forms.gle/yUe4XURBqQuT8Atn7 

 
 
 
 
 
第６条 チャンピオンシップの決勝戦と交流戦について 
 
 チャンピオンシップの決勝戦には、予選各組 1 位から 25 位が出場できるが、欠場があっても繰り上げは認めない。交
流戦については、予選各組 26 位以下が出場できる。また、順位がつかない DNF 選手についても出場できる。ただ
し、DSQ 選手については、出場ができない。 
 
  

https://forms.gle/yUe4XURBqQuT8Atn7
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第７条 リム高およびハンドル幅について 
 

「UCI 規則第 1.3.018 条（リム高）および第 1.3.022 条（ハンドル幅）において 2026 年 1 月 1 日付で新
たに設けられた寸法制限は、本大会の U15 男子、U17 男子、ジュニア男子および女子（ジュニア以上）の各カテゴ
リーには適用しない。これらのカテゴリーについては、2025 年 12 月 31 日までの規定を適用する。なお、本規定は本
大会に限り適用されるものとし、他の大会には適用されない。また、使用機材の選択およびその使用に起因して生じた
損害、事故その他の結果については選手の責任とし、主催者は一切の責任を負わない。 
 
 
第８条 大会本部 
 
 大会開始において、大会本部は S/F 付近に開設する。 
 
 
第９条 ライセンスコントロールについて 
 

(１) 28 日:富士川滑空場 S/F 付近の車両で行う（P4 「2 月 28 日の会場レイアウト」参照）。ライセンスコン
トロールの時間については、P2 「1.スケジュール」に記載のとおりとする。E ライセンスまたはライセンスカードを提
示すること。 

 
(２) 1 日:松坂屋静岡店富士ギフトショップ付近で行う（P7 「３月１日の会場レイアウト」参照）。ライセンスコ

ントロールの時間については、P2 「1.スケジュール」に記載のとおりとする。 
 

(３) 配付物（ゼッケン、フレームプレート、プログラム、計測タグ他） 
 

(４) 全ての選手 1 名につき 1 名のサポートスタッフに AD カードを配布する。ただし、チームにおいては、サポートス
タッフを 1 チーム最大４名までとする。 

 
(５) AD カード着用者のみスタート付近に立ち入ることができる。 

 
(６) チャンピオンシップ参加チームには、チームスタッフ（事前申請者）に AD カードを配布する。 

 
 
第 10 条 検車・サインシート 
 

(１) 選手は、出走 15 分前までに自転車の検査（検車）を受けること。 
 

(２) 出走サインはスタート１０分前までに終了する。 
 

(３) ユースのギア比は JCF 規則を推奨する。 
 
 
第 11 条 個人順位 
 
 最終周回のフィニッシュラインへの到達順位により順位を決定する。 
 
 
第 12 条 周回獲得、遅れ 
 

(１) 主集団の後尾に追いついた競技者は１周回先行したものとみなし、周回の優位性を認める。 
 

(２) 原則としてメイン集団より遅れた 20 名以下の集団の選手は、直ちに DNF とする。 
ただし、女子カテゴリー・U15 についてはこの限りではない。 

 
(３) 認められる事故による遅れの場合、遅れ集団が 20 名以上の場合はコミッセールの判断による。 

 
(４) 競技を中止した選手は、コースから出て、速やかにゼッケンを外すこと。 

 
(５) 自ら棄権した選手は、その旨をフィニッシュジャッジに申告すること。 
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第 13 条 ニュートラリゼーション 
 

(１) 適用対象レースは、富士クリテリウムチャンピオンシップの予選および決勝ラウンドのみ。その他のカテゴリー、交
流戦はニュートラリゼーションの適用はない。 

 
(２) 認められる事故に遭った競技者は、1 周回のニュートラリゼーションが認められる。ただし、ニュートラリゼーション

を与えられた競技者は残り 5 周以内ではレースに復帰することができない。認められる事故によるニュートラリゼ
ーション中に最後の 5 周に入り復帰できなかった競技者は DNF となる。 

 
(３) 機材修理は、指定されたピットにおいてのみ認められる。 

 
 
第 14 条 機材ピットについて 
 

(１) チャンピオンシップ予選・決勝のみ設置する。 
 

(２) 申請しているチームスタッフのみ入場可能とする。 
 
 
第 15 条 補給飲食料 
 

(１) 飲食料の補給は認めない。 
 

(２) ボトル・食料の残り・包装等固形物は、ピットにてチーム同僚が回収する場合のみ地面に静かに落とす事が認
められる。それ以外の場所でのあらゆる固形物の投げ捨てはコース内・外、レース中・外を問わず、4,000 円の
ペナルティを科す。 

 
 
第 16 条 無線装置 
 

競技者はレース中、無線装置の使用を認められない。 
 
 
第 17 条 スタート方式について 
 

全カテゴリ、ローリングスタートとする。コミセールの指示に従うこと。ローリング中の事故による正式スタートの延期は原
則として行わない。ただし、複数の選手が絡む落車等の事案が起きた場合は、協議の上、決定する。 
 
 
第 18 条 欠場届 
 

欠場する場合は、必ず下記の欠場フォームから申告すること。 
欠場フォーム https://forms.gle/oZctJ39uRATH1PZN7  

 
 
 
 
 
第 19 条 トランスポンダ（計測タグ） 
 

トランスポンダは、ライセンスコントロール時にゼッケンとともに配布される。レース終了後、ライセンスコントロールと同様
の場所にて返却すること。 
 
 
 

https://forms.gle/oZctJ39uRATH1PZN7

